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明 細 書

発明の名称 ：バイオマス燃料の製造方法およびバイオマス燃料

技術分野

[0001 ] 本発明は、バイオマス燃料の製造方法およびバイオマス燃料に関するもの

である。

背景技術

[0002] バイオマス燃料の一つとして、アブラヤシ （パームヤシ）種子殻が知 られ

ている （たとえば、特許文献 1参照）。アブラヤシ種子殻 とは、アブラヤシ

の種子の一部であって、パーム核油を抽出 した後の残渣 となる部分である。

特許文献 1 においては、アブラヤシ種子殻を、発電設備か ら発生する蒸気を

使用 した熱処理設備にて、 5 0 °〇以上の温度で加熱処理 した後、貯蔵するこ

とを特徴 とするアブラヤシ種子殻の貯蔵方法が開示されている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 : 特開 2 0 1 6 - 4 3 3 3 5 号公報

発明の概要

発明が解決 しようとする課題

[0004] 上記のアブラヤシ種子殻を大気中において保存すると、不快な異臭が発生

する場合がある。そこで、異臭の発生を抑制することができるバイオマス燃

料の製造方法およびバイオマス燃料を提供することを目的の 1 つとする。

課題を解決するための手段

[0005] 本願のバイオマス燃料の製造方法は、アブラヤシ種子殻を準備する工程 と

、アブラヤシ種子殻に水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸化マグネシ

ウム、水酸化カルシウムおよび酸化カルシウムか らなる群か ら選択された 1

種以上の中和物質を含む中和剤を付着させる工程 と、を備える。

[0006] 本願のバイオマス燃料は、アブラヤシ種子殻 と、アブラヤシ種子殻に付着

した水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸化マグネシウム、水酸化カル
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シ ウ ム お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 1 種 以 上 の 中 和 物 質

を 含 む 中 和 剤 と 、 を 含 む 。

発 明 の 効 果

［0007 ］ 上 記 バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 お よ び バ イ オ マ ス 燃 料 に よ れ ば 、 異 臭 の 発

生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

図 面 の 簡 単 な 説 明

［0008 ］ ［図 1］実 施 の 形 態 1 に お け る バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ

ヤ ー トで あ る 。

［図 2 ］水 お よ び 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 散 布 し て バ イ オ マ ス 燃 料 を 製 造 す る た め の

方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

［図 3 ］実 施 の 形 態 2 に お け る バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ

ヤ ー トで あ る 。

［図 4 ］水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 散 布 し て バ イ オ マ ス 燃 料 を 製 造 す る た め の 方 法 を 示

す 概 略 図 で あ る 。

［図 5 ］実 施 の 形 態 3 に お け る バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ

ヤ ー トで あ る 。

発 明 を 実 施 す る た め の 形 態

［0009 ］ ［実 施 形 態 の 概 要 ］

本 願 の バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 は 、 ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 を 準 備 す る 工 程 と

、 ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 に 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ

ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 1

種 以 上 の 中 和 物 質 を 含 む 中 和 剤 を 付 着 さ せ る 工 程 と 、 を 備 え る 。

［001 0 ］ 本 発 明 者 は 、 ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 の 保 存 時 に お け る 異 臭 の 原 因 お よ び そ の 対

策 に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 知 見 を 得 て 、 本 願 発 明 に 想 到

し た 。 雨 等 に よ っ て ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 が 水 に 濡 れ る と 、 微 生 物 が 繁 殖 す る 。

微 生 物 は 、 ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 に 残 存 し た 油 分 を 分 解 し、 異 臭 の 原 因 と な る 低

級 脂 肪 酸 が 発 生 す る 。 低 級 脂 肪 酸 に よ っ て ア ブ ラ ヤ シ 種 子 殻 が 酸 性 と な る と

、 酸 性 環 境 に 耐 性 を 持 っ た 微 生 物 の 割 合 が 増 加 す る と 共 に 、 発 酵 熱 に よ り 油
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分の 自然酸化が促進 して、多量の低級脂肪酸 が発生する。 その結果、異臭が

発生する。

[001 1] 本願 のバ イオマス燃料 の製造方法では、 中和剤 をアブラヤシ種子殻 に付着

させ る工程 を含む。 このような工程 を含む ことで、 アブラヤシ種子殻が水 に

濡 れた際 に、 中和物質が水 に溶解 して塩基性 の水溶液 が形成 される。 アブラ

ヤシ種子殻が水 に濡 れて微 生物 が繁殖 し、低級脂肪酸 が発生 して も、塩基性

の水溶液 によって低級脂肪酸 は中和 され、低級脂肪酸 の量 を減 らす ことがで

きる。 アブラヤシ種子殻 を中性 または塩基性 にすることで、酸性環境 に耐性

を持 った微 生物 が繁殖 し難 い環境 とな り、低級脂肪酸 の発生 自体 も抑制 する

ことがで きる。 その結果、低級脂肪酸 の揮発 が抑制 され、異臭の発生が抑制

される。 したが って、本願 の製造方法 によ り製造 されたバ イオマス燃料 によ

れば、異臭の発生 を抑制 することがで きる。

[001 2] 上記バ イオマス燃料 の製造方法 において、 中和物質 は、水酸化 カル シウム

および酸化 カル シウムの少な くともいずれか一方であ って もよい。水酸化 力

ル シウムおよび酸化 カル シウムは、取扱 い易 く、安価 に入手 することがで き

る。

[001 3] 上記バ イオマス燃料 の製造方法 は、 アブラヤシ種子殻 を水 で濡 らす工程 を

さ らに備 えて もよい。 アブラヤシ種子殻 に付着 した中和物質 は、経時的にア

ブラヤシ種子殻か ら脱落 して しまう場合 がある。 アブラヤシ種子殻 を意図的

に水 で濡 らす ことで、 中和物質がアブラヤシ種子殻か ら脱落する前 に、 中和

物質が水 に溶解 した塩基性 の水溶液 を形成 して、塩基性 の水溶液 を付着 させ

ることがで きる。 したが って、発生する低級脂肪酸 の量 をよ り確実 に減 らす

ことがで きる。

[0014] 上記バ イオマス燃料 の製造方法 において、 中和剤 を付着 させ る工程 では、

中和剤 を水 と混合 した後、 アブラヤシ種子殻 に付着 させて もよい。 アブラヤ

シ種子殻 に付着 した中和物質 は、経時的にアブラヤシ種子殻か ら脱落 して し

まう場合 がある。 中和剤 を事前 に水 に混合 することで、 中和物質が水 に溶解

した塩基性 の水溶液 を形成 することがで きる。 このような塩基性 の水溶液 を
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アブラヤシ種 子殻 に付着 させ る ことで、 アブラヤシ種 子殻 か らの脱落 を抑制

し、発 生す る低級脂肪酸 の量 をよ り確 実 に減 らす ことがで きる。

[001 5] 上 記バ イオマス燃料 の製 造方法 において、 中和剤 を付着 させ る工程 では、

アブラヤシ種 子殻 1 0 0 質量部 に対 して、 中和物質 の配合量 が 〇. 0 1 質量

部以上 とな るよ うに、 中和剤 をアブラヤシ種 子殻 に付着 させ て もよい。 中和

物質 の配合量 を 〇. 0 1 質量部以上 とす る ことで、発 生す る低級脂肪酸 の量

をよ り確 実 に減 らす ことがで きる。

[001 6] 上 記バ イオマス燃料 の製 造方法 において、 アブラヤシ種 子殻 か ら排 出され

る廃液 に中和剤 を接触 させ る工程 をさ らに備 えて もよい。 アブラヤシ種 子殻

が水 に濡 れ る と、 アブラヤシ種 子殻 を含 んだ廃液 が排 出され る場合 があ る。

この よ うな廃液 において も、低級脂肪酸 由来 の異臭 が発 生す る。上記廃液 に

中和剤 を接触 させ る ことで、 中和物質 が水 に溶解 して塩基性 の水溶液 が形成

され る。上記廃液 において低級脂肪酸 が発 生 して も、塩基性 の水溶液 によ っ

て低級脂肪酸 は中和 され、低級脂肪酸 の量 を減 らす ことがで きる。 また、上

記廃液 を中性 または塩基性 にす る ことで、酸性環境 に耐性 を持 った微 生物 が

繁殖 し難 い環境 とな り、低級脂肪酸 の発 生 自体 も抑制 す る ことがで きる。 し

たが って、低級脂肪酸 の揮発 が抑制 され、異臭 の発 生が抑制 され る。

[001 7] 本願 のバ イオマス燃料 は、 アブラヤシ種 子殻 と、 アブラヤシ種 子殻 に付着

した水酸化 カ リウム、水酸化 ナ トリウム、水酸化 マ グネシ ウム、水酸化 カル

シ ウムおよび酸化 カル シ ウムか らな る群 か ら選択 された 1 種以上 の中和物質

を含 む中和剤 と、 を含 む。

[001 8] 本願 のバ イオマス燃料 では、 アブラヤシ種 子殻 に中和剤 が付着 している。

この よ うにす る ことで、 アブラヤシ種 子殻 が水 に濡 れた際 に、 中和物質 が水

に溶解 して塩基性 の水溶液 が形成 され る。 アブラヤシ種 子殻 が水 に濡 れて微

生物 が繁殖 し、低級脂肪酸 が発 生 して も、塩基性 の水溶液 によ って低級脂肪

酸 は中和 され、低級脂肪酸 の量 を減 らす ことがで きる。 アブラヤシ種 子殻 を

中性 または塩基性 にす る ことで、酸性環境 に耐性 を持 った微 生物 が繁殖 し難

い環境 とな り、低級脂肪酸 の発 生 自体 も抑制 す る ことがで きる。 その結果、
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低級脂肪酸の揮発が抑制 され、異臭の発生が抑制 される。 したが って、本願

のバイオマス燃料 によれば、異臭の発生を抑制することがで きる。

[001 9] [ 実施形態の具体例 ]

次 に、本発明のバイオマス燃料 およびその製造方法の一実施の形態 を、図

面 を参照 しつつ説明する。以下の図面 において同一 または相 当する部分 には

同一の参照番号 を付 しその説明は繰返 さない。

[0020] （実施の形態 1 ）

まず、本願の一実施の形態 におけるバイオマス燃料 について説明する。本

実施の形態のバイオマス燃料 は、 アブラヤシ種子殻 と、 アブラヤシ種子殻 に

付着 した水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸化マグネシウム、水酸化

カルシウムおよび酸化カルシウムか らなる群か ら選択 された 1 種以上の中和

物質 を含む中和剤 と、 を含む。 ここで、バイオマス燃料 とは、化石燃料以外

の植物等の 自然界 における資源か ら抽 出された燃料である。 アブラヤシ種子

殻は、 アブラヤシの種子の一部であ って、パーム核油 を抽 出 した後の残渣 と

なる部分である。本実施の形態 におけるアブラヤシ種子殻は、輸送等の観点

か ら適切な大 きさに粉砕 されている。

[0021 ] 大気中において保存 されたアブラヤシ種子殻が、雨等 によって水 に濡れる

と、微生物が繁殖する。 アブラヤシ種子殻が残存 した油分 を含む場合、微生

物がその油分 を分解 して異臭の原因 となる低級脂肪酸が発生する。 ここで、

低級脂肪酸 は、炭素原子数が 6 以下の脂肪酸であ り、例 えば酢酸、 ノルマル

酪酸、 イソ酪酸、 イソ吉草酸等である。低級脂肪酸 によってアブラヤシ種子

殻が酸性 となると、酸性環境 に耐性 を持 った微生物の割合が増加すると共 に

、発酵熱 によ り油分の 自然酸化が促進 して、多量の低級脂肪酸が発生する。

[0022] 中和剤 は、水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸化マグネシウム、水

酸化カルシウムおよび酸化カルシウムか らなる群か ら選択 された 1 種以上の

中和物質 を含む。 中和剤 は、 アブラヤシ種子殻 に付着 している。本実施の形

態 における中和物質は、水酸化カルシウムである。本実施の形態 における中

和剤 は、 中和物質の他 に、水 を含む。すなわち、 アブラヤシ種子殻 には、水
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酸化カルシウムが水に溶解 した水酸化カルシウム水溶液が付着 している。ア

ブラヤシ種子殻に水酸化カルシウム水溶液が付着 していることで、アブラヤ

シ種子殻が水に濡れて微生物が繁殖 し、低級脂肪酸が発生 しても、水酸化力

ルシウム水溶液によって低級脂肪酸は中和され、低級脂肪酸の量を減らすこ

とができる。

[0023] 次に、本実施の形態のバイオマス燃料を製造するための手順を説明する。

図 1 は、実施の形態 1 におけるバイオマス燃料の製造方法の一例を示すフロ

—チヤー トである。図 2 は、水および水酸化カルシウムを散布 してバイオマ

ス燃料を製造するための方法を示す概略図である。図 2 において、X 軸方向

はコンベアを地上に設置 した際の水平方向であり、丫軸方向は鉛直方向であ

る。

[0024] 図 1 および図 2 を参照 して、本実施の形態におけるバイオマス燃料の製造

方法では、まず工程 （3 1 0 ）として、アブラヤシ種子殻 1 1 を準備するエ

程が実施される。アブラヤシ種子殻 1 1 は、粉砕装置等を用いて所望の大き

さに粉砕されたものが準備される。本実施の形態において、粉砕されたアブ

ラヤシ種子殻 1 1 の大きさは、例えば、 2 0 阳阳程度である。アブラヤシ種

子殻 1 1 の大きさは、たとえば 以上であり、好ましくは

である。ここで、アブラヤシ種子殻 1 1 の大きさとは、アブラヤシ種子殻 1

1 の外周面に接触する平行な二平面の距離の最大値をいう。

[0025] アブラヤシ種子殻 1 1 には、石または木屑等の異物が付着 している場合が

ある。本実施の形態では、アブラヤシ種子殻 1 1 に付着 している異物を取 り

除くために、アブラヤシ種子殻 1 1 はコンベア2 0 にて搬送されつつ、異物

が除去される。コンベア2 0 は、第 1 コンベア2 1 と、第 2 コンベア2 2 と

、第 3 コンベア2 3 と、を含む。第 1 コンベア2 1、第 2 コンベア2 2 およ

び第 3 コンベア2 3 は、それぞれ丫軸方向に間隔をあけて配置されている。

第 1 コンベア2 1、第 2 コンベア2 2 および第 3 コンベア2 3 は、丫軸方向

から平面的に見て、互いに重なるように配置されている。

[0026] 第 1 コンベア2 1 および第 2 コンベア2 2 は、メッシュベル ト2 1 1 , 2
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2 1 と、口ーラー 2 1 2 , 2 1 3 , 2 2 2 , 2 2 3 とを含む。メッシュペル

卜2 1 1 , 2 2 1 は、長手方向の両端が互いに接続された帯状 （無端状）の

形状を有する。メッシュペル ト2 1 1 , 2 2 1 は、アブラヤシ種子殻 1 1 が

配置される搬送面 2 1 1 八， 2 2 1 八を含む。第 1 コンベア2 1 のメッシュ

ベル ト2 1 1 のメッシュサイズは、第 2 コンベア2 2 のメッシュベル ト2 2

1 のメッシュサイズよりも大きい。第 3 コンベア2 3 は、ベル ト2 3 1 と、

口ーラー 2 3 2 , 2 3 3 とを含む。ベル ト2 3 1 は、長手方向の両端が互い

に接続された帯状 （無端状）の形状を有する。ベル ト2 3 1 は、アブラヤシ

種子殻 1 1 が配置される搬送面 2 3 1 六を含む。搬送面 2 1 1 六， 2 2 1 八

, 2 3 1 六は、それぞれ平行に配置されている。

[0027] アブラヤシ種子殻 1 1 は、例えば、ホイールローダー 3 1 を用いて第 1 コ

ンベア2 1 に搬送される。第 1 コンベア2 1 に搬送されたアブラヤシ種子殻

1 1 は、第 1 コンベア2 1 のメッシュペル ト2 1 1 によって矢印《の向きに

搬送される。アブラヤシ種子殻 1 1 はメッシュベル ト2 1 1 を通過 して鉛直

方向下方側に落下 し、メッシュベル ト2 1 1 のメッシュサイズよりも大きい

異物 1 1 六のみがメッシュベル ト2 1 1上に取 り残される。その結果、異物

1 1 八は口ーラー 2 1 3 に隣接 して配置された回収箱 2 9 八内に落下 して回

収され、アブラヤシ種子殻 1 1 は第 2 コンベア2 2 のメッシュベル ト2 2 1

上に落下する。第 2 コンベア2 2 によって、アブラヤシ種子殻 1 1 は、矢印

の向きに搬送される。アブラヤシ種子殻 1 1 はメッシュベル ト2 2 1 を通

過 して鉛直方向下方側に落下 し、メッシュベル ト2 2 1 のメッシュサイズよ

りも大きい異物 1 1 八のみがメッシュベル ト2 2 1上に取 り残される。その

結果、異物 1 1 六は口ーラー 2 2 2 に隣接 して配置された回収箱 2 9 巳内に

落下 して回収され、アブラヤシ種子殻 1 1 は第 3 コンベア2 3 のべル ト2 3

1上に落下する。第 3 コンベア2 3 によってアブラヤシ種子殻 1 1 は、矢印

の向きに搬送される。このようにして、アブラヤシ種子殻 1 1 から異物を

取 り除くことができる。

[0028] 次に、工程 （3 2 0 ）として、アブラヤシ種子殻を水で濡 らすために水を
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散布する工程が実施される。アブラヤシ種子殻 1 1 が、第 3 コンベ ア 2 3 の

口ーラー 2 3 2 側まで搬送されると、鉛直方向下方側に落下 して回収される

。その際に、散布装置 2 4 によって、アブラヤシ種子殻 1 1 に水 1 3 が散布

される。水を散布する工程の後に、工程 （3 3 0 ）として、水酸化カルシウ

ム 1 2 を散布する工程が実施される。散布装置 4 1 によって、水 1 3 が散布

されたアブラヤシ種子殻 1 1 に水酸化カルシウム 1 2 が散布され、アブラヤ

シ種子殻 1 1 の表面に水酸化カルシウムが付着する。アブラヤシ種子殻 1 1

に付着 した水酸化カルシウムは、水 1 3 に溶解 して、水酸化カルシウム水溶

液が形成される。このようにして、アブラヤシ種子殻 1 1 に水酸化カルシウ

ム水溶液が付着 したバイオマス燃料 1 0 が製造される。

[0029] ここで、本実施の形態におけるバイオマス燃料 1 0 の製造方法は、水 1 3

を散布する工程 （3 2 0 ）および水酸化カルシウム 1 2 を散布する工程 （3

3 0 ）を含む。このような工程を含むことで、水酸化カルシウム 1 2 が水 1

3 に溶解 して、水酸化カルシウム水溶液が形成される。アブラヤシ種子殻 1

1 が水 1 3 に濡れて微生物が繁殖 し、低級脂肪酸が発生 しても、水酸化カル

シウム水溶液によって低級脂肪酸は中和され、低級脂肪酸の量を減らすこと

ができる。アブラヤシ種子殻を中性または塩基性にすることで、酸性環境に

耐性を持った微生物が繁殖 し難い環境となり、低級脂肪酸の発生自体も抑制

することができる。その結果、低級脂肪酸の揮発が抑制され、異臭の発生が

抑制される。 したがって、本実施の形態におけるバイオマス燃料 1 0 によれ

ば、異臭の発生を抑制することができる。

[0030] アブラヤシ種子殻が水に濡れると、アブラヤシ種子殻を含んだ廃液が排出

される場合がある。このような廃液においても、低級脂肪酸由来の異臭が発

生する。上記廃液に水酸化カルシウムを散布 して、上記廃液に水酸化カルシ

ウムを接触させることで、水酸化カルシウム水溶液が形成される。上記廃液

において低級脂肪酸が発生 しても、水酸化カルシウム水溶液によって低級脂

肪酸は中和され、低級脂肪酸の量を減らすことができる。また、酸性環境に

耐性を持った微生物が繁殖 し難い環境となり、低級脂肪酸の発生自体も抑制
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することができる。 したがって、低級脂肪酸の揮発が抑制 され、異臭の発生

が抑制 される。

[0031 ] なお、上記実施の形態においては、中和物質が、水酸化カルシウム 1 2 で

ある場合 について説明 したが、 これに限 られるものではな く、中和物質が、

水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウ

ムおよび酸化カルシウムか らなる群か ら選択 された 1 種以上であってもよい

。 これ らは、単独で又は 2 種以上を混合 して用いることができる。中和物質

は、取扱い易 く、安価 に入手できる観点か ら、水酸化カルシウムおよび酸化

カルシウムの少な くともいずれか一方であってもよい。

[0032] 上記実施の形態のアブラヤシ種子殻 1 1 の製造方法において、中和剤 を付

着 させる工程は、 アブラヤシ種子殻 1 0 0 質量部 に対 して、中和物質の配合

量が 〇. 0 1 質量部以上 となるように、中和剤 をアブラヤシ種子殻に付着 さ

せる。中和物質の配合量は、好ま しくはアブラヤシ種子殻 1 〇〇質量部 に対

して 〇. 1 質量部以上であ り、 さらに好ま しくは 〇. 5 質量部以上であ り、

より好ま しくは 1 質量部以上である。中和物質の配合量が 〇. 0 1 質量部以

上 とすることで、発生する低級脂肪酸の量をより確実に減 らすことができる

。中和物質の配合量の上限は、 アブラヤシ種子殻 1 〇〇質量部 に対 して 3 質

量部である。 アブラヤシ種子殻 1 〇〇質量部 に対 して、上記中和物質の配合

量が 3 質量部 を超えて配合 したと しても、発生する低級脂肪酸の量を減 らす

効果は飽和 して しまう。 このため、中和物質の配合量は、 3 質量部以下であ

ることが好ま しい。 また、上記実施の形態のアブラヤシ種子殻 1 1 の製造方

法において、中和物質の配合量は、 アブラヤシ種子殻 1 0 0 9 に対 して、 2

X 1 0 _ 3 グラム当量以上であることが好ま しく、 さらに好ま しくは 2 X 1 0 -

2 グラム当量以上である。中和物質の配合量の上限は、好ま しくは 1 X I 〇- 1

グラム当量である。

[0033] 上記実施の形態のアブラヤシ種子殻 1 1 の製造方法は、 アブラヤシ種子殻

1 1 を水 1 3 で濡 らす工程 （3 2 0 ）を備える。 アブラヤシ種子殻 1 1 に付

着 した水酸化カルシウム 1 2 は、経時的にアブラヤシ種子殻 1 1 か ら脱落 し
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て しまう場合がある。アブラヤシ種子殻 1 1 を意図的に水 1 3 で濡 らすこと

で、水酸化カルシウム 1 2 がアブラヤシ種子殻から脱落する前に、水酸化力

ルシウム 1 2 が水 1 3 に溶解 した水酸化カルシウム水溶液を形成 し、より確

実に水酸化カルシウム水溶液を付着させることができる。 したがって、発生

する低級脂肪酸の量をより確実に減らすことができる。

[0034] 上記実施の形態のアブラヤシ種子殻 1 1 の製造方法において、水酸化カル

シウム 1 2 を散布する工程 （3 3 0 ）は、アブラヤシ種子殻 1 1 が鉛直方向

下方側に落下する際に実施される。このようにすることで、アブラヤシ種子

殻 1 1 と、水酸化カルシウム 1 2 とを混合 して、アブラヤシ種子殻 1 1 に水

酸化カルシウム水溶液を付着させることができる。

[0035] 上記実施の形態においては、工程 （3 2 0 ）の後に、工程 （3 3 0 ）を実

施する場合について説明 したが、これに限られるものではなく、工程 （3 3

0 ）を実施 した後に、工程 （3 2 0 ）を実施 してもよい。また、工程 （3 2

0 ）および工程 （3 3 0 ）を同時に実施するようにしてもよい。

[0036] （実施の形態 2 ）

次に、本願のバイオマス燃料の実施の形態 2 について説明する。実施の形

態 2 におけるバイオマス燃料は、基本的には実施の形態 1 の成分と同様の成

分を含み、同様の効果を奏する。 しか しながら、実施の形態 2 においては、

中和剤が水を含まない点において、実施の形態 1 の場合とは異なっている。

また、実施の形態 2 におけるバイオマス燃料の製造方法は、基本的に実施の

形態 1 の製造方法と同様の工程を有 し、同様の効果を奏する。 しか しながら

、実施の形態 2 においては、水を散布する工程 （3 2 0 ）を含まない点にお

いて、実施の形態 1 の場合とは異なっている。以下、実施の形態 1 の場合と

は異なる点について主に説明する。

[0037] 本実施の形態のバイオマス燃料は、アブラヤシ種子殻と、アブラヤシ種子

殻に付着する中和剤と、を含む。中和剤は、中和物質のみを含む。本実施の

形態における中和物質は、粉末状の水酸化カルシウム （消石灰）である。

[0038] 次に、本実施の形態のバイオマス燃料を製造するための手順を説明する。
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図 3 は、実施の形態 2 におけるバイオマス燃料の製造方法の一例 を示すフロ

—チヤー トである。図 4 は、水酸化カルシウムを散布 してバイオマス燃料 を

製造するための方法を示す概略図である。図 3 および図 4 を参照 して、 まず

工程 （3 1 0 ） と して、 アブラヤシ種子殻 1 1 を準備する工程が実施 される

。例えば、粉砕 されたアブラヤシ種子殻 1 1 が準備 され、船舶 3 2 によって

所定の箇所に輸送される。 アブラヤシ種子殻 1 1 は、大気に触れる状態で船

舶 3 2 上に保管 されている。

[0039] 次 に、工程 （3 3 0 ） と して、水酸化カルシウム 1 2 を散布する工程が実

施 される。船舶 3 2 上において保管 されているアブラヤシ種子殻 1 1 に、散

布装置 4 1 を用いて水酸化カルシウム 1 2 の粉末が散布 される。バイオマス

燃料 1 〇は、船舶 3 2 上に配置されるク レーン装置 3 3 によって、陸上に荷

揚 げされる。陸上に荷揚 げされたバイオマス燃料 1 0 に、散布装置 4 1 を用

いて水酸化カルシウム 1 2 の粉末がさらに散布 される。バイオマス燃料 1 0

は、ホイ_ ル ローダー 3 1 によってス トックヤー ド3 4 に搬送される。ス ト

ックヤー ド3 4 に搬送されたバイオマス燃料 1 0 に、散布装置 4 1 を用いて

水酸化カルシウム 1 2 の粉末がさらに散布 される。 このように して、 アブラ

ヤシ種子殻 1 1 に水酸化カルシウム 1 2 の粉末が付着 したバイオマス燃料 1

〇が製造される。

[0040] 上記のように して製造されたバイオマス燃料 1 0 において、 アブラヤシ種

子殻 1 1 が雨によって濡れると、水酸化カルシウム 1 2 が水 に溶解 して水酸

化カルシウム水溶液が形成 される。 アブラヤシ種子殻 1 1 が水 に濡れて微生

物が繁殖 し、低級脂肪酸が発生 しても、水酸化カルシウム 1 2 によって低級

脂肪酸は中和され、低級脂肪酸の量を減 らすことができる。低級脂肪酸の量

が低減することで、微生物が増殖 し難い環境 とな り、低級脂肪酸の発生 自体

も抑制することができる。

[0041 ] 上記実施の形態 2 のバイオマス燃料 によっても、実施の形態 1 と同様 に、

異臭の発生を抑制することができる。

[0042] なお、上記実施の形態においては、 アブラヤシ種子殻 1 1 に 3 回に亙 って
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水酸化カルシウム 1 2 を散布する場合について説明 したが、上記のうち 1 回

または 2 回だけ水酸化カルシウム 1 2 の散布を省略 してもよい。

[0043] 上記実施の形態においては、水酸化カルシウム 1 2 を散布する工程の後に

、例えば撹拌装置等にバイオマス燃料 1 〇を投入 して、アブラヤシ種子殻 1

1 と、水酸化カルシウム 1 2 とを撹拌 して混ぜ合わせてもよい。このように

することで、アブラヤシ種子殻 1 1 の表面全体に亙って、水酸化カルシウム

1 2 を均一に付着させ易くなる。

[0044] （実施の形態 3 ）

次に、本願の実施の形態 3 におけるバイオマス燃料の製造方法について説

明する。実施の形態 3 のバイオマス燃料の製造方法は、基本的には実施の形

態 1 の製造方法と同様の工程を有 し、同様の効果を奏する。 しか しながら、

実施の形態 3 においては、工程 （3 2 0 ）および工程 （3 3 0 ）に代えて水

酸化カルシウム水溶液を散布する工程 （3 4 0 ）が実施される点において、

実施の形態 1 の場合とは異なっている。以下、実施の形態 1 の場合とは異な

る点について主に説明する。

[0045] 図 5 は、実施の形態 3 におけるバイオマス燃料の製造方法の一例を示すフ

口ーチヤー トである。図 2 および図 5 を参照 して、まず工程 （3 1 0 ）とし

て、アブラヤシ種子殻 1 1 を準備する工程が実施される。アブラヤシ種子殻

1 1 は、実施の形態 1 の場合と同様にコンベア 2 0 にて搬送されつつ、異物

が除去される。その後に、工程 （3 4 0 ）として、水酸化カルシウム水溶液

を散布する工程が実施される。予め、水酸化カルシウム 1 2 と、水とを混合

した水酸化カルシウム水溶液を調製 しておく。そ して、散布装置 4 1 を用い

て、調製された水酸化カルシウム水溶液をアブラヤシ種子殻 1 1 に散布する

。このようにして、アブラヤシ種子殻 1 1 に水酸化カルシウム水溶液が付着

したバイオマス燃料 1 0 が製造される。

[0046] 粉末状の水酸化カルシウム 1 2 をアブラヤシ種子殻 1 1 に付着させると、

経時的にアブラヤシ種子殻 1 1 から脱落 して しまう場合がある。水酸化カル

シウム 1 2 を事前に水に混合することで、水酸化カルシウム 1 2 が水に溶解
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した水酸化カルシウム水溶液 を形成することができる。 このような水酸化力

ルシウム水溶液 をアブラヤシ種子殻 1 1 に付着することで、 アブラヤシ種子

殻 1 1 か らの脱落を抑制 し、発生する低級脂肪酸の量をより確実に減 らすこ

とができる。

[0047] 上記実施の形態 3 のバイオマス燃料の製造方法により製造されたバイオマ

ス燃料 によっても、実施の形態 1 と同様 に、異臭の発生を抑制することがで

きる。

[0048] なお、上記実施の形態において、工程 （3 4 0 ） と して水酸化カルシウム

水溶液 を散布する場合 について説明 したが、水酸化カルシウムが水 に溶 け切

っていない状態の懸濁液 を散布するように してもよい。

実施例

[0049] 上記本願のバイオマス燃料の製造方法により製造されたバイオマス燃料の

サンプルを作製 し、異臭の発生を抑制する効果を確認する評価 を行 った。評

価の手順は以下の通 りである。

[0050] アブラヤシ種子殻 5 0 9 に粉末状の水酸化カルシウム 1 0 9 および水 2

9 を混合 し、十分に撹拌 してサンプル （実施例 1 ）を作製 した。同様 に、水

酸化カルシウムの配合量を 5 〇 9 と した以外は、実施例 1 と同様 に してサ

ンプル （実施例 2 ）を作製 した。水酸化カルシウムの配合量を 2 5 〇 9 と

した以外は、実施例 1 と同様 に してサンプル （実施例 3 ）を作製 した。水酸

化カルシウムの配合量を 5 9 と した以外は、実施例 1 と同様 に してサ

ンプル （実施例 4 ）を作製 した。水酸化カルシウムの配合量を 1 5 0 0 9

と した以外は、実施例 1 と同様 に してサンプル （実施例 5 ）を作製 した。水

酸化カルシウムの配合量を 5 9 と した以外は、実施例 1 と同様 に してサン

プル （実施例 6 ）を作製 した。水酸化カルシウムを添加 しなかった以外は、

実施例 と同様 に してサンプル （比較例 1 ）を作製 した。

[0051 ] 実施例 1 〜実施例 6 、および比較例 1 のサンプルを密封 し、温度 3 0 °〇の

環境下で 1 週間放置 した後 に、臭気の官能試験 を行 った。 また、実施例 1 〜

実施例 5 、および比較例 1 のサンプルについては、低級脂肪酸 （ノルマル酪
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酸、イソ酪酸、イソ吉草酸) の発生量を測定 した。より具体的には、ガスク

ロマ トグラフ質量分析計を用いて、実施例 1 〜実施例 5 、および比較例 1 の

サンプル 7 9 を 1 0 0 °〇で 1 0 分間加熱 して発生するアウ トガスからノルマ

ル酪酸、イソ酪酸、イソ吉草酸のピーク高さを測定 した。なお、ガスクロマ

トグラフ質量分析計としてはアジレン ト テクノロジー株式会社製 「八9 I

I ㊀门セ7 8 9 0 八」、 「八。 I I 6 门セ5 9 7 5 〇」を用い、カラムとし

ては八9 1 1 6 门セ 丁6 〇 1"1 1·! 0 1 0 9 ) 6 3 社製 「〇巳一\ V A X 」を用

いた。実験の結果を、表 1 に示す。なお、表 1 においては、実施例 1 〜実施

例 5 におけるノルマル酪酸、イソ酪酸、イソ吉草酸のピーク高さの数値の下

に、比較例 1 におけるピーク高さに対する比率を併記 している。

[0052] [表 1]

[0053]
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[表2]

[0054] 臭気の官能試験の結果として、水酸化カルシウムを添加 しなかったサンプ

ル （比較例 1）と比較 して、水酸化カルシウムを添加 したサンプル （実施例

1 〜実施例 6 ）では、異臭が低減 していることを確認 した。また、表 1 の評

価結果から分かるように、水酸化カルシウムを添加 しなかったサンプル （比

較例 1）と比較例 して、水酸化カルシウムを添加 したサンプル （実施例 1 〜

実施例 5 ）は、ノルマル酪酸、イソ酪酸およびイソ吉草酸のピーク高さが明

確に低下 している。また、水酸化カルシウムを〇. 5 質量部以上配合された

サンプル （実施例 3 、実施例 4 および実施例 5 ）では、ノルマル酪酸、イソ

酪酸およびイソ吉草酸のピーク高さが顕著に低下 している。このため、水酸

化カルシウムの配合量は、 〇. 5 質量部以上とすることがより好ましい。こ

のように、本願のバイオマス燃料によれば、低級脂肪酸の揮発が抑制され、

異臭の発生が抑制される。

[0055] 今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって、どのような面か

らも制限的なものではないと理解されるべきである。本発明の範囲は上記 し

た意味ではなく、請求の範囲によって示され、請求の範囲と均等の意味およ

び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。

産業上の利用可能性
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[0056] 本願のバイオマス燃料の製造方法およびバイオマス燃料は、異臭の発生を

抑制することが求められる場合において特に有利に適用される。

符号の説明

[0057] 1 0 バイオマス燃料、 1 1 アブラヤシ種子殻、 1 1 八 異物、 1 2 水

酸化カルシウム、 1 3 水、 2 0 コンベア、 2 1 第 1 コンベア、 2 2

第 2 コンベア、 2 3 第 3 コンベア、 2 4 , 4 1 散布装置、 2 9 八， 2 8

巳 回収箱、 3 1 油圧ショベル、 3 2 船舶、 3 3 クレーン装置、 3 4

ス トックヤー ド、 2 1 1 , 2 2 1 メッシュペル ト、 2 1 1 八， 2 2 1 八

, 2 3 1 八 搬送面、 2 1 2 ， 2 1 3 ， 2 2 2 ， 2 2 3 ， 2 3 2 ， 2 3 3

口ーラー、 2 3 1 ベル ト。
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請求の範囲

[ 請求項 1] アブラヤシ種子殻 を準備する工程 と、

前記 アブラヤシ種子殻 に水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウム、水酸

化マグネシウム、水酸化カルシウムおよび酸化カルシウムか らなる群

か ら選択 された 1 種以上の中和物質 を含む中和剤 を付着 させ る工程 と

、 を備 える、バイオマス燃料の製造方法。

[ 請求項2] 前記 中和物質は、水酸化カルシウムおよび酸化カルシウムの少な く

ともいずれか一方である、請求項 1 に記載のバイオマス燃料の製造方

法。

[ 請求項3] 前記 アブラヤシ種子殻 を水で濡 らす工程 をさ らに備 える、請求項 1

または請求項 2 に記載のバイオマス燃料の製造方法。

[ 請求項4] 前記 中和剤 を付着 させ る工程では、前記中和剤 を水 と混合 した後、

前記 アブラヤシ種子殻 に付着 させ る、請求項 1 または請求項 2 に記載

のバイオマス燃料の製造方法。

[ 請求項 5] 前記 中和剤 を付着 させ る工程では、前記 アブラヤシ種子殻 1 〇〇質

量部 に対 して、前記中和物質の配合量が 〇. 0 1 質量部以上 となるよ

うに、前記中和剤 を前記 アブラヤシ種子殼 に付着 させ る、請求項 1 か

ら請求項 4 のいずれか 1 項 に記載のバイオマス燃料の製造方法。

[ 請求項6] 前記 アブラヤシ種子殻か ら排 出される廃液 に前記中和剤 を接触 させ

る工程 をさ らに備 える、請求項 1 か ら請求項 5 のいずれか 1 項 に記載

のバイオマス燃料の製造方法。

[ 請求項7] アブラヤシ種子殻 と、

前記 アブラヤシ種子殻 に付着 した水酸化カ リウム、水酸化ナ トリウ

ム、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウムおよび酸化カルシウムか

らなる群か ら選択 された 1 種以上の中和物質 を含む中和剤 と、 を含む

、バイオマス燃料。
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